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遊
佐
眞
紀
子
前
教
育
委
員
の

任
期
満
了
に
よ
り
、
教
育
委
員

に
高
橋
幸
子
氏（
藤
田
）の
選
任

に
同
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
同

じ
く
任
期
満
了
と
な
る
石
川
博

利
氏（
森
山
）の
再
任
に
同
意
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
10
月
の
教
育
委
員
会

で
高
橋
幸
子
教
育
委
員
が
教
育

委
員
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

人

事

　

退
任
さ
れ
た
遊
佐
眞
紀
子
前

教
育
委
員
長
は
、
平
成
13
年
か

ら
３
期
12
年
に
わ
た
り
学
力
向

上
や
小
学
校
、
幼
稚
園
の
統
合

な
ど
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
に
、
遠
藤
一
夫
氏

（
鳥
取
）を
適
任
と
認
め
推
薦
す

る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

新
教
育
委
員
長
に

高
橋
幸ゆ

き

子こ

氏

人
権
擁
護
委
員
に

遠
藤
一
夫
氏
を
推
薦

（
要
旨
）役
場
庁
舎
建
設
工
事

を
株
式
会
社
安
藤
・
間

は
ざ
ま

東
北
支

店（
宮
城
県
仙
台
市
）と
20
億
３

４
９
０
万
円
で
契
約
し
ま
す
。

な
お
、
工
事
は
地
元
企
業
の
安

藤
組（
福
島
市
）、
佐
久
間
工
業

（
国
見
町
森
山
）の
３
社
共
同
で

行
い
、
平
成
27
年
２
月
に
完
成

予
定
で
す
。（全

員
賛
成
で
可
決
）

55
％
、
福
島
市
の
安
藤
組
が

30
％
、
地
元
国
見
町
の
佐
久
間

工
業
が
15
％
の
割
合
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

共
同
企
業
体
の
地
元

業
者
は
い
つ
決
定
し
た
の
か
。

　

落
札
決
定
後
、
元
請

け
業
者
が
共
同
企
業
体

を
組
ん
だ
も
の
。

（
村
上
正
勝
議
員
）

　

競
争
入
札
で
落
札
率

が
99
・
38
％
と
い
う
の
は
高
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

６
社
を
指
名
し
、
入

札
し
た
結
果
、
予
定
価

格
に
達
し
た
業
者
は
１
社
の
み
。

要
因
は
人
件
費
、
資
材
単
価
の

高
騰
の
た
め
。

（
阿
部
泰
藏
議
員
）

　

共
同
企
業
体
と
な
る

株
式
会
社
安
藤
・
間
と
地
元
業

者
の
工
事
請
負
割
合
は
。

　

元
請
け
と
な
る
安

藤
・
間
東
北
支
店
が

質質

疑疑

３
社
の
共
同
企
業
体

が
建
設

条
例
そ
の
他

落
札
率
が
高
す
ぎ
る
の
で
は

町
の
地
元
業
者
も

建
設
に
入
る
の
か

問問

問

総
務
課
長

総
務

課
長

総
務
課
長

石川博利氏

庁舎建設安全祈願祭の様子

高橋幸子氏
退任された
遊佐眞紀子氏

庁
舎
建
設
工
事
契
約
を
決
定

　

任
期
満
了
に
伴
う
国
見
町
・

桑
折
町
有
北
山
組
合
議
会
議
員

選
挙（
各
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た

候
補
者
を
議
会
で
決
定
）が
行
わ

れ
、
国
見
町
か
ら
以
下
の
と
お

り
当
選
し
ま
し
た
。

　

第
１
選
挙
区（
小
坂
）

 
安
藤　

信
晴
氏

　

第
２
選
挙
区（
泉
田
）

 

佐
藤　

精
市
氏

　

第
３
選
挙
区（
鳥
取
）

 

遠
藤　
一
夫
氏

　

第
４
選
挙
区（
内
谷
）

 

赤
坂　
　

晃
氏

　

第
５
選
挙
区（
藤
田
）

 

秦　
　

富
夫
氏

　

第
６
選
挙
区（
山
崎
）

 

八
島　

富
一
氏

　

第
７
選
挙
区（
塚
野
目
）

 

高
橋　

佐
七
氏

選

挙

※
国
見
町
・
桑
折
町
有
北
山
組
合

　

国
見
町
、
桑
折
町
の
一
部
の

地
区
が
白
石
市
小
原
地
内
の
山

林
約
５
２
０
㌶
を
所
有
し
、
管

理
す
る
た
め
の
一
部
事
務
組
合
。

国
見
町
、
桑
折
町
か
ら
の
議
員

12
人
で
議
会
を
構
成
。

※
国
見
町
・
桑
折
町
有
北
山

組
合
議
会
議
員
選
挙



９月定例会では陳情１件を委員会で審査し、採択となりました。

陳　　情 提 出 者 審査委員会 結果

「森林吸収源対策及び地球温暖化対策に
関する地方の財源確保のための意見書採
択」に関する陳情

全国森林環境税創設促進議員連盟
会長　板垣　一徳
　　　　（新潟県村上市議会議長）

産業厚生 採択

意見書 ９月定例会では意見書３件を可決し、国など関係機関へ送付しました。

請願・陳情みなさんからの

放射性物質を含む下水汚泥の
場外搬出を求める意見書

可
決

10度目の意見書提出 平成23年８月以降、９度にわたり意見書を可決し、
国県関係機関に提出したが、何の解決方法も見えな
いため、国と東京電力の責任により一刻も早い下水
汚泥搬出の対策を再度求める。

道州制導入に断固反対する意
見書

可
決

道州制導入は、住民と行政との距離を遠ざけ、住民
自治を衰退させることは明白である。我々町村議会
が要請した絶対に道州制を導入しないことを無視
した、道州制導入ありきの法案提出に対し、断固反
対する。

 「森林吸収源対策及び地球温
暖化対策に関する地方の財源
確保」のための意見書

可
決

温室効果ガスの吸収源としての森林の整備・保全
等の安定的な財源確保のため、「石油石炭税の税率
の特例」による税収の一定割合を、森林面積に応じ
て譲与することを求める。

町長の行政報告（抜粋）

■ 東日本大震災の早急な復旧・復興
　ホールボディカウンターによる内部被ばく検査は、３月
末までに希望者全員が終了予定。これまで健康に影響のあ
る数値は出ていません。
　女性100人国見町応援団の参加者を「国見女性サポータ
ー」に認定し、三屋裕子さんに同サポーター会長をお願い
しました。
　あんぽ柿の復興プロジェクトは、県の幼果期検査結果が
出た時点で、生産農家へ説明し、検査計画を作ります。

■ 安全安心なまちづくり
　東日本大震災対応への意見約550件を集約し、検証委員
会で協議します。

■ 活力あるまちづくり
　「道の駅を核にした交流の場」は検討委員会で９月末まで
に必要事項を取りまとめる予定です。
　「都市計画マスタープランの作成」は、町民アンケートを

実施し、集計結果を次期マスタープランへ反映させます。
　「旧小学校校舎活用計画策定委員会」は、地域の方の意見
も含め、11月末までに方向性をまとめる予定です。

■ 思いやりのあるまちづくり
　８月１日に国見町社会福祉協議会が新事務所で業務を開
始し、９月１日に特別養護老人ホーム「国見の里」が開所し
ました。（10月９日、災害時に高齢者や障がい者を支援する
福祉避難所協定をそれぞれ締結しました。）
　９月５日に屋内遊び場「くにみももたん広場」の本格利用
を開始しました。

■ 町の維持発展と町民皆様との連携
　個人町県民税の収納率が７期連続で管内トップとなり知
事感謝状を受けました。引き続き収納率の向上を図ります。
　「保・幼・小・中連携」の一貫教育と「地域の力を学校運営に
生かすこと」を柱に『国見の教育ビジョン』を検討委員会で
策定します。

９月定例会


